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杉並区の宮本明和さん 2019.6.13

多摩市の山村恭一さん 2019.6.17

年毎の頭数の推移（2009～今年）
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優美なホタルの舞いを楽しみました！！

　ホタルの時季になると毎年谷戸を訪れるカメラマンが何人かおられます。三脚にカメラをセットして

ジッとホタルの舞いを撮り続けています。しかし、カメラマンにとって「明かり」は大敵。良い画面を

撮っている時にチラッとでも光線が入ってしまうとせっかくの努力が台無しに。狭い観察地の故に大変ご

苦労されたかと思います。今回は、山村さんと宮本さんの力作を掲載させて頂きます。当然のことながら

実際の写真はこの紙面よりもズーと鮮やかです。来季もぜひおいでください。

今年の発生状況は裏面にあります
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今年の特徴

〇 初見日がここ数年早まっていたが、今年は6月3日でここ数年のうちで最も遅かった。

〇

〇

〇 工事中で谷戸に行けないと思った方が多かったのか観察者が少なかった。

全体評価 　とんぼ池の極端な水枯れと周辺の工事による環境変化で今年は飛光するのか心配でしたが

ほぼ5年前以前と同数となり、ホタルにとって片所谷戸は「最適な生育環境」であることと

ホタル自身の「生命力の強さ」が証明されたようです。来季が楽しみです。

このデーターは菅原会長がまとめました

飛光場所が例年トンボ池周辺と源流部が圧倒的に多かったが今年は第2、第3ゾーンが例年の

4割増と急激に増えた。

昨年の盛期（10頭以上飛光）は6月1日から月末まで、述べ29日と長かったが、今年は6月10

日過ぎから7月初めまで、延べ22日と短かった。そのため、総頭数は昨年764頭から624頭と

2割あまり少なかった。


